
近年、健康の社会的決定要因の概念も普及してきています。松江市内の病院、島根
大学医学部医学科の学生、宮本研究室が連携し、「病院からはじまるまちづくりプロ
ジェクト」を展開しています。地域住民の健康、暮らしを守るために、これまでのよ
うに病院に受診した患者の疾患という結果にだけ目を向けるのではなく、地域住民の
社会的困難さが集約され目に見える形で現れやすい病院において、受診抑制、手遅れ
事例など不健康な状況を作りだす社会的要因の把握と分析を行い、行政との連携の構
築をめざし調査を実施しています。調査結果は、行政に提示し、地域住民の健康と暮
らしを守るための政策提言の成果につなげています。
また、離島地域に住む高齢者が、住みなれた島で最期まで暮らし続けるための福祉

基盤についての調査も行っています。結果は、離島地域をはじめとする条件不利地域
での福祉基盤体制の構築につながっています。島で最期まで暮らし続けるための体制
づくりは、高齢者の島外への転出抑制という、人口動態にも大きく貢献しています。
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あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保
し、福祉を促進する
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